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『学校図書館支援センター通信』は、市川市教育センターホームページでもご覧いただけます。 
市川市学校図書館支援センター（市川市教育センター）  
〒272-0015 千葉県市川市鬼高１－１－４  
TEL ０４７－３２０－３３３５ FAX ０４７－３２０－３３５２ 
http://www.ichikawa-school.ed.jp/index.html 

  

 今年度の文部科学省委託研究協力校の公開研究会が行われました。市内の先生方も参加し、教科指

導の中での学校図書館活用について、授業公開後に協議会が行われました。 
【 ９月２９日（火）市川市立第四中学校 】   
 授業者 教諭 山崎有規 学校図書館員 中島葉子 
 家庭科「日常食の調理と地域の食文化～郷土料理マイスターになろう～」 
では、学習指導要領の家庭科分野「B食生活と自立」を受け、日本古来の和 
食への関心を高めると共に、千葉県の郷土料理を通して全国各地の郷土料理 
について調べる学習を行いました。生徒たちは、学校図書館員から、著作権や引用に 
ついての説明を受けて、学習に取りかかりました。調べたことは、個人新聞にまとめ 
て情報発信します。 
 協議会には、新規採用教員や市内の家庭科の教員も参加し、テーマ設定の仕方や、 
生徒の興味を大切にするための手立てについて、東京学芸大学 非常勤講師 小林 
路子先生よりご指導をいただきました。 
          【 １０月６日（火）市川市立塩焼小学校 】  
           授業者 教諭 相川陽子 学校図書館員 倉田朝子 
           国語科「ウミガメの命をつなぐ～なるほどリーフレットを作ろう～」では、 
          学習指導要領「C読むこと」の「エ 文章の中の大事な言葉や文を書き抜くこ 
          と」を受けて、絶滅が危惧される生命の命をつなぐをテーマに、発展的な授業 
            を行いました。学校図書館員の丁寧なブックトークと担任の的確な指示に 
            より子どもたちは迷うことなく図書を選んで、自分の課題について調べ始 
            めました。 
             協議会では、前 百合台小学校 教諭 川添陽子先生から、発展学習を 

行う意義や、ブックトークの有効性についてお話ししていただきました。 
            【 １０月８日（木）市川市立第七中学校 】 
 授業者 教諭 小杉くるみ 教諭 藤枝勝之 学校司書 高桑弥須子 
 国語科「竹取物語の秘密を探る～目指せ竹取物語マスター～」では、学習指 
導要領の言語活用例「ウ 課題に沿って本を読み、必要に応じて引用して紹介 
すること」を受けて、竹取物語発表会に向けて、課題に沿って情報収集や 
整理、まとめ、発表の練習を行いました。 
 協議会には、市内の初若年層教員も参加し、順天堂大学 客員教授 深尾 
武司先生から、教師のデモンストレーションや学習のゴールの提示の仕方に 
ついて、わかりやすくご指導いただきました。 
◎１１月２０日（金）に、市川市立塩焼小学校で、国語科の公開研究会が、 
行われます。今年度、最後となりますのでみなさま是非ご参加いただければと思います。 
 

                 『 塩浜学園 第二図書館の整備が終わりました 』  
                  今年４月に小中一貫校の塩浜学園となり、５・６年生が、７
～                ～９年生の校舎で学習を始めました。５・６年生用の第２図 
                 書館の整理も終わり、書架には防災教育関係の図書が並んでい 
                 ます。５・６年生は、７～９年生と一緒に、委員会活動を行っ 
                 ているそうです。                                              
                           『 第101回全国図書館大会で発表しました』 
 10月16日に、第101回全国図書館大会が開催され、指導課・教育センター 
合同で第４分科会「学校図書館」に参加し、市川市の学校図書館活用や支援に 
ついて発表しました。参加者からは、研修体制や校内体制に、多くの質問が寄 
せられ、市川市における学校図書館教育への関心の高さが伺えました。 
 
 

お知らせ『塩浜学園 第二図書館の整備完了』『第101回全国図書館大会に参加』 

  

本校では、学校図書館にたくさんの人が関わっています。読み聞か 

せボランティア「あめんぼ」は、毎週各学級をまわり読み聞かせを行 

ってくださいます。先生方も積極的に学校図書館運営に参加していま 

す。おすすめの本のミニポスター作りでは、たくさんの素敵な作品が 

揃いました。みな力作ばかりです。１１月に行う秋の読書月間では図 

書委員会が、初めての試みとして「読書すごろく」「本の題名あてクイ 

ズ」を計画しています。学校図書館運営は、一人で行うことはできま 

せん。地域の方々や先生方、図書委員会の児童と協力しながら、学校 

図書館活用や読書活動の充実を図っています。 

本や人を通して、子どもたちに豊かな心と考える力を持って欲しい 

という思いを持ちながら日々、学校図書館の運営をしています。 

市川市立国府台小学校 学校図書館員  黒田 久恵 

 八幡小学校では、市川市にお住まいの児童書作家「あんびるやすこ」さんを 
お招きして「本つくりというお仕事」という演題で、講演会を開催しました。 
                午前中は、低学年の子どもたちに絵を描く 

くときの道具の説明をしたり、読み聞かせをし 
たりしてくださいました。午後は、高学年の 
子どもたちに、作品を作り上げるまでの過程 
や、仕事への思いをお話ししてくださいました。 
先生は、本を見ながらお菓子作りをしたときに、誰でも上手に作 

               れるように、何度も試してわかりやすい分量にして、紹介していら 
っしゃるのだそうです。先生の温かなお人柄が感じられるエピソー 
ドに、会場中が引き込まれた講演会でした。 

 
                

市川市立八幡小学校 作家講演会「あんびるやすこさん」10 月7 日（水） 

塩浜学園図書館 

４月 

10月 

全国図書館大会 

 

～ひろげよう！図書館の輪・リレー執筆～ 


